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要旨

　電気通信大学の倫理・キャリア科目である１年次開講科目キャリア教育基礎および２年次開
講科目キャリアデザインでは、学生にキャリアおよび自己理解などキャリア教育のテーマを踏
まえた講義レポートの提出をさせている。提出したすべてのレポートに対し、独自システムを
用いて個別のフィードバックを返す仕組みを構築している。2016 年の改組後、文章の書き方へ
の指導を強化し、フィードバックの量にも変化が起こった。この報告では、キャリア教育の低
学年時科目でのフィードバックの状況と学生からの評価を記載する。

キーワード：�アカデミックライティング、アクティブラーニング、初年次教育、キャリア教育、
学習ポートフォリオシステム、フィードバック

Abstract

   In this report, touch on the changes in student behavior and the evaluation of lectures by 
promoting Active-Learning in First-Year ethics/career education subject. In general, there are 
many cases where active learning such as PBL is introduced in career education subjects. PBL was 
introduced in the career education that were held in First-Year as a required subject of the 
University of Electro-Communications ethics/career education subjects. Along with the 
reorganization, Seminar for Career Education of the required subjects to Career Education Basic of 
the elective subjects, and promoted Active Learning through an increase in the number of lecture-
style lectures from the content of PBL subjects. In the process of transitioning from compulsory 
courses to elective courses, will report on the effects on class evaluation caused by the promotion 
of Active Learning while amount of Active Learning time changes.
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System



60	 松木　利憲� （2023 年 2 月）

１．はじめに

本報告は、国立大学法人電気通信大学（以後、本
学）の倫理・キャリア科目「キャリア教育基礎（以降
CEB）」および「キャリアデザイン（以降 CD）」で行わ
れている教務補佐員教育ボランティア（以降学内呼称の
特任講師）からのフィードバックを報告する。

1-1．フィードバックに関する先行研究
システムを活用したフィードバックの先行研究とし

ては、伊豆原ら（2009）により、提出物の好意的な反応
が授業評価を向上させる示唆が示されている。［1］
また、北澤ら（2010）によれば、フィードバックの

有無により、システムの利用と授業の成績に影響を直接
的に与えるとともに、システムの利用が課題や成績に対
する意識に影響を示している。［2］
中原（2017）による定義では「耳の痛いことを部下

にしっかりと伝え、彼らの成長を立て直すこと」として
おり、情報通知、建て直しの働きかけをフィードバック
の中の要素と定義している。［3］
情報通知とは「パフォーマンス等に対して情報や結

果を通知すること（現状を把握し、向き合うことの支援）」
であり、立て直しとは「部下が自己のパフォーマンス等
を認識し、自らの業務や行動を振り返り、今後の行動計
画をたてる支援を行うこと（振り返りと、アクションプ
ラン作りの支援）」としている。
服部（2021）によれば、「自分の意見やアイデアに対

して教員などからフィードバックされる機会」は、大学
内での多様な学習経験との相関が示されている。［4]
学生は多様な経験に対し、キャリア科目の中で改め

て振り返りを行い、言語化したレポートに対するフィー
ドバックから多様な学習経験を認識しなおしていると考
えられる。

1-2．電気通信大学のキャリア教育
本学のキャリア教育科目は 2005 年度に自由科目とし

て開始した。［5］2011 年より 2015 年まで倫理キャリア
科目として卒業要件として 10 単位を課していた。CEB 
の旧科目キャリア教育演習は必修科目であった。2016
年の学科改組以降、倫理キャリア科目は卒業要件４単位
となり、CEBは選択科目となった。
CEB は、倫理・キャリア科目のうち１年次で履修可

能となっている唯一の科目である。履修者数は表１のと
おりである。特任講師によるきめ細やかな対応を実施す
るため、特任講師数による履修制限を行っている。
履修制限は、2016 年にキャリア教育検討ワーキング

グループによる答申において担当学生数を最大 20 名と
規定されており、履修者は、特任講師の人員だけでなく、

CEBにて夏季集中講義として実施されている事業所
見学（2020 年以降はコロナ感染症対応でオンラインに
よる遠隔による懇談会となっている）の人数制限がある。
2016 年のキャリア教育検討ワーキンググループ（以下
キャリア教育検討WG）による答申に沿って履修者数の
制限を実施している。

　レポートの添削講評の実質化を図る。レポートなど「文章の
書き方」については、全体講義の１回を行うほか、講義回によっ
てレポートが課されている。クラス人数を20名と少人数制に
することにより、レポートの書き方についての指導を充実、徹
底させる。

　「学生のコミュニケーション力、技術者教養力の強化」
として、上記の最終答申でレポートの書き方が具体的な
アクションとして提示され、具体的講義内容として「文
章の書き方」の導入を１年次CEB と２年CD で行った。
CEB、CDとも、旧科目の 2011 年の講義開講当初から、

システムを活用した特任講師によるフィードバックの仕
組みを導入しており、10 年以上の実績を持つ。表１で
は各科目の特任講師数を掲載しているが、2015 年以前
の必修科目時は、70 名を超える特任講師を任用してい
た。ただし、現状のようなフィードバックに関する FD 
は十分行われていなかった。2016 年の改組以降、FD の
改善を進めた。

2．キャリア教育を構成する要素

2-1．教職員など
キャリア教育の大きな特徴として、教員と特任講師

の役割分担がある。教員は科目の企画、講義コンテンツ

表１　キャリア教育の履修者の推移

１年次CEB履修 2年次CD履修

連続
履修者数入学

年度 履修者
特任

講師数
（教室数）

特任講師 
あたり
担当

学生数
履修者

特任
講師数

（教室数）

特任講師
あたり
担当

学生数
2016

（H28） 594 18
（7） 33 213 17

（8） 13 151

2017
（H29） 260 13

（5） 20 218 20
（10） 11 25

2018
（H30） 285 17

（8） 17 197 18
（9） 11 39

2019
（H31） 298 18

（9） 17 185 16
（8） 12 26

2020
（R02） 253 20

（10） 13 192 16
（8） 12 35

2021
（R03） 306 18

（9） 17 273 14
（7） 20 68

2022
（R04） 256 16

（8） 16

※2020年度前期CEBは完全遠隔講義（Zoom）で実施
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の作成、成績判定、特任講師へのFDを担当し、特任講
師は、教室での少人数制ワークショップ講義のファシリ
テーションおよび学生への講義レポートへのフィードバ
ック、講義時の学生の言動評価を担当する。
特任講師は、民間企業等の社会人経験を任用してい

る。特任講師は、学生担当数の最大を 20 名としている。
きめ細かい対応が可能となる。

2-2．学習ポートフォリオシステム（＠Univ）
キャリア教育では、2011 年より、独自の学習ポート

フォリオシステム（＠Univ；アットユニヴと呼称。以
下システム）を使用している。このシステムは、電気通
信大学キャリア教育の運営を主眼としたものであり、特
任講師、学生のコミュニケーションを促す、利便性の高
いものにしている。［6］
講義のコンテンツとなる講義資料（プレゼンテーシ

ョン等の配布資料）やおよび、学生のアウトプットとな
る電子データで提出される講義レポートおよび、紙媒体
で提出される事前学習用ワークシート、講義用ワークシ
ートが格納されている。また、学生と教員、事務局間の
フィードバックや、事務連絡なども含めたコミュニケー
ションも保存されている。これらのデータは、講義終了
後も閲覧可能となっており、将来の就活等に活用が可能
である。

３．フィードバック

3-1．講義の流れ
CEB、CDでは、各回の講義で前回の講義で配布した

事前学習用ワークシート（宿題）を基に講義内でグルー
プワークを行い、講義用ワークシートに記入を行う。
学生は、講義翌日までに、講義レポートをシステム

上に入力して提出する。入力された講義レポートに対し
て、特任講師は次回の講義までに講義レポート内容に即
したフィードバックをシステム上から行う。

3-2．電気通信大学キャリア教育でのフィードバック 
電気通信大学でのキャリア教育では、システムを活

用したフィードバックを立ち上げ以来行ってきていた。
キャリア教育科目では、毎回の講義で、学生にアク

ションラーニングを導入した講義内でのワークを基に、
振り返りをレポートとして提出する。レポートに対して
講義のファシリテーターを勤める特任講師から、システ
ム上でテキストによるフィードバックを行う。
フィードバックの流れとしては、表２のとおり、月

曜日１限の講義後、火曜日深夜０時を期限とする学生の
レポートの提出を経て、特任講師からのフィードバック
を行う。フィードバックの期限としては、次回講義前ま
でに学生が参照できるようなタイミングで完了するよう
にしている。

図 1　＠Univの構成

図 2　講義の流れ（学生への配布資料）
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　図３は、実際のシステム上のコメント欄にフィードバ
ックが表示された画面イメージである。
2022 年度、特任講師に向けた FDでは、学生へのフ

ィードバックに関して、以下の内容を伝えている。「特
任講師から」とは、講義テーマに関して社会人出身者の
特任講師が講義内で行う 10 分程度の講話である。

　大教室が多い大学での講義の中で、レポートへのコメントは
個別の学生へのフィードバックを行える数少ない機会です。
　講義で行っているアクティブラーニングとともに、学生の講
義での学びを深めるものになりますので、講義内容および講義
での「特任講師から」を踏まえて、レポートテーマを踏まえて
提出された内容を受容した上でのコメントをお願いします。

フィードバックの内容に関しては、中原（2017）に
よる情報通知、建て直しに沿ったものにしている。表３
のように、学生のテーマに対する志向に沿ったレポート
内容と、その表し方となる文章の書き方に分けている。
ここでは、学生の講義およびレポート提出に対する

心理的安全性を担保するため、内容に対して受容する。
受容とは、坂柳（2007）によれば、「人間の独自性・代
理不可能性を尊重して、クライエントのあるがままを認
識しようとする態度である。これは、単に、クライエン
トの長所を承認したり、意見に同調したりすることでは
なく、長所も短所もすべて含めて、そのクライエントの
あるがままを認識しようとする姿勢のことである。」［7］
レポートを構成する文章の書き方に対してのフィー

ドバックは表４に示した文章の書き方の評価項目に沿っ
て行っている。文章の書き方のフィードバックは、中竹
（2017）による振り返りのフレームGood ／ Bad ／ Next 
を使用している。［8］
Good ／ Bad ／ Next のフレームワークとは、Good ＝

よかったこと、Bad ＝よくなかったこと、改善が必要な
こと、Next ＝今後につなげること、Good をどう継続す
るか、Bad をどう改善するか、である。中竹によれば、
無自覚に振り返りを行う場合、改善が必要なこと＝Bad
を多くあげがちである。
このフレームワークをキャリア教育にて適用するに

あたり、Good で示される良かったことに触れて、次に
つなげるNext を示すようにしている。尚、この Good
／ Bad ／ Next は、表４で示す文章の書き方への評価の

表２　フィードバックのスケジュール

曜日 アクション
月曜日 講義日
火曜日 レポート提出期限
水曜日 レポート出揃う

フィードバック入力期間
木曜日～日曜日

月曜日 次の講義日

図３　＠Univのフィードバック例

表３　フィードバックの内容

レポート内容 文章の書き方

情報
通知

-	レポート内容に対する受容 -	Good（よかったこと）
／Bad（よくなかったこ
と、改善が必要なこと）
の指摘

立て
直し

-	更に考えてもらいたい事
象の指摘

-	今後の行動への示唆

-	Next（今後につなげる
ためのこと、Goodの継
続、Bad の改善）の指摘。
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み使用し、学生がキャリア教育のテーマとして記載して
いる内容に対する評価は行っていない。これは、学生の
考える志向を尊重し、教員側で、何らかの正解となる価
値観を示すことが適切でないと考えるためである。

表４　文章の書き方の評価項目

構成

1. 字数を満たしているか（制限文字数の80%以上）

2. 結論が課題に対して合致し明確になっているか

3. 結論には適切な理由・根拠が示されているか

文章

4. 文章の論理的なつながりができているか

5. 具体性のある内容になっているか

6. 主語、述語が正しく使用されているか

文字 7. 誤字・脱字（変換間違い）はないか

4．フィードバックの効果

4-1．学生による授業評価における学生からの反応
4-1-1．定量的なデータ
　講義終了時に学生による授業評価を実施しており、自
由設問として「講義内および学習ポートフォリオシステ
ム上での特任講師のコメントやフィードバックは講義内
容の理解や自身の大学生活に向けて役立ったと思います
か。」を設定した。設問は、５（文章を書く力が向上した）
から１（文章を書く力が向上しなかった）の５段階の選
択項目となっている。2016年以降の履修学生の評価は
図４の通りである。

　「役立った」「やや役立った」と回答した学生が増加し、
「どちらとも言えない」と回答した学生が減少している。
結果、評点としては、増加傾向にある。2020年度は評点
において減少している。2020年度CEBは完全遠隔講義に
なっておりオンラインで十分な回答数がなかったことが
一因と考えられる。

図４　フィードバックの学生からの評価

4-1-2．定性的な評価
2021 年度、CEB履修の学生からの最終講義レポート

において自由記述欄として、特任講師に向けたメッセー
ジと求めた際に、下記の記述がみられた。

✓ 毎回の出席レポートで丁寧なコメントありがと
うございました。

✓ 自分の発表やレポートに自信を持てずにいまし
たが、特任講師の先生は発表、レポート課題の
一つ一つに励みになるような感想を述べてくだ
さったため、自信につながりました。ありがと
うございました。

✓ よいところはよい、ダメなところはダメとはっ
きり教えてくださりありがとうございました。
また、毎回のメールによる返信を見たときにちゃ
んと読んでくださっているなと感じるようなも
のばかりでやりがいを感じていました。半年間
ありがとうございました。

✓ 先生もお時間がない中で私たち一人一人のレ
ポートを添削、さらにはフィードバックも付け
てくださり毎週レポートを書くモチベーション
となりました！この講義をとって心から良かっ
たと感じております、本当にありがとうござい
ました。今後も先生に教わった人生に無駄なこ
とはないという言葉を胸に多くの経験をしてい
きたいと思います！

✓ キャリア教育基礎の授業は授業の体制やレポー
トのチェックなど、ほかの授業よりも非常に面
倒見が良い印象でした。

✓ ○○先生にはメールの確認とレポートへのコメ
ントをしていただきありがとうございました。
おかげさまで自分でもすこし文章を書くことが
得意になったと思います。

✓ 私の拙い文章を読み、丁寧なコメントをいただ
きありがございました。

✓ レポート提出後の先生からのコメントを見るの
が楽しみでした。

✓ レポートへのフィードバックがとても参考に
なった。

✓ 先生も毎回レポートをかなり長めにコメントし
てくださりありがとうございました。

✓ ほかの講義より、この授業の先生はいつも詳し
いコメントが書いてくれて、単なる私的ではな
く、できるようになったことも気づいて、それ
なりの評価をしてくれました。おかげで、勉強
へのモチベーションも高まった。本当にありが
とうございました。

✓ 特に、レポートの書き方について、今まであま
り添削してもらえる機会がなかったため、毎回
の添削で指摘を頂けたことがとても有難かった
です。

✓ お忙しい中、毎回のレポートへの丁寧なコメン
トありがとうございました。私は、コメントか
らも得たことが多くありました。

4-2．特任講師のフィードバックの状況
今回、2016 年度～ 2021 年度の CEB、CDを担当した

64 人の特任講師が学生に対し行った 41,773 件のフィー
ドバックを分析する。
　フィードバック文字数は、特任講師からのレポートへ
のフィードバックとともに、事務連絡も含まれる。事務
連絡には、レポート未提出の際の提出督促の連絡や、遅
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れ提出の際の連絡、欠席の際の対応の連絡なども含まれ
ており、概ね文字数は少なくなる。
　現時点では、レポートへのフィードバックと事務連絡
の分類はできておらず、一律に扱わざるを得ない。その
ため図５、図６のエラーバーで示されるように誤差がか
なり大きくなっている。
　ただし、CEB、CDともに、年々文字数は増加する傾
向にある。これはFDにおけるフィードバックへの明確
な指示が一因と考えられる。また、担当学生数の多寡も
影響すると考えらえる。2021年度CDは、表１にもある
ように、特任講師のひとりあたりの担当学生数が20名
と、例年と比較してかなり多くなっている。1-2．で触
れた、キャリア教育検討WGの答申にあった20名に沿っ
た対応であったが、現実的には、ひとりあたりのフィー
ドバックの文字数が影響したと考えらえる。
　図７、図８では、科目ごと年度ごとの特任講師が、学
生ひとりあたりに記入したフィードバックの文字数を度
数分布で示したものである。
　傾向として、CEBよりもCDで文字数が多い。これ
は、CDが将来を考え、自己理解を促す教室でのグルー
プワーク主体とした講義となっており、特任講師との密
なコミュニケーションが発生しやすい。特任講師からの

フィードバックもしやすい講義内容も要因となるだろう。
　年度毎の推移では、図５、図６で年々平均の増加が示
されているが、度数分布でも全体に増加傾向が示されて
いる。
　ここで、特任講師毎の変化も見てみる。表５、表６の
A～JはそれぞれCEB、CDを３年以上担当した特任講
師である。複数年同科目を担当し、経年変化を見られる。
　A～Jの特任講師のバックグラウンドは、表７に示し
た通りである。2016年度CEBでは200字余りであった
フィードバックが、2021年度には、２倍以上の400字を
超える文字数となっている。
　キャリア教育では2016年以降、アクティブラーニン
グを促進している。［9］グループワーク、発表等の機会
増加により講義内での言動がつかみやすくなり、また、
FDによる明確なフィードバックの方法の提示により、
に対し、特任講師からのフィードバックが容易となった。
　逆に、完全オンライン（遠隔講義）となった2020年
度CEBでは、学生個々のグループワークでの活動が、
十分に特任講師に把握できなかったことで、文字数が減
少している。

図５　CEBのフィードバック平均文字数の推移 図７　CEBフィードバック文字数の度数分布

図６　CDのフィードバック平均文字数の推移 図８　CDフィードバック文字数の度数分布
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5．今後の課題

5-1．システムの変更
　システムは、現在導入後12年を超えており、開発運
用を担当するベンダーから、セキュリティ上のリスク
を指摘されており、運用の継続が危ぶまれている。現
在、学内でのLMSとして運用されているWeb Classや
Google Classroomは、学生へのフィードバックに関す
る機能、レポートとフィードバックの一覧性など弱い。
　今後、システムが継続できない場合、Google Classroom
への移行も選択肢である。キャリア教育科目３年次
開講科目のキャリア教育リーダーは既にシステムか
らGoogle Classroomへの移行を完了している。Google 
Classroomは学期ごとの考え方が強く、科目間の連携な
ど弱い点で、キャリア教育科目の強みが発揮しにくい。

5-2．コロナの影響
2020 年度前期は CEBがすべての講義で Zoomによる

リアルタイム遠隔講義として開催となった。2020 年度
前期の CEBでは、前年後年と比較して全体の平均文字
数が減少している。これは、Zoomにより講義内での言
動が見えにくくなったことが一因と考えらえる。ただし、
さらなる検証も必要である。

5-3．さらなる分析の必要性
今回、助成確定後、システム管理会社へのデータ抽

出の依頼が遅れた。加えて、受領したデータ内容に不足
があり、再度の抽出依頼により分析作業の開始が遅れた。
現在、手元にあるデータとして、2011 年度以降のシ

ステムを使用した科目すべてのフィードバックの情報が
あり、今回行った 2016 年以降のフィードバックと 2015
年以前との比較や、フィードバックの質的分析により教
育改善につなげたい。特に、授業評価とフィードバック
内容もしくは量との関連性なども分析が必要である。全
体として、フィードバック量、質の検証が必要である。

5-4．FDへの反映
2016 年度以降、特任講師への FDにて、フィードバ

ックの方法への改善を進めてきた。今後、フィードバッ
クに関する定量的な分析を進め、課題が明確になる可能
性がある。分析により、今後の内容の改善も見込めるで
あろう。
具体的には、学生へのフィードバックの量と学生か

らの講義への評価に関する関係性を検討していく。ま
た、フィードバックの内容、つまり言葉の選び方や文章
の構成へも同様の検証を進める。ここから、学生の教育
効果を高めるフィードバックを明らかにできる可能性が
ある。

表５　CEBにおける継続任用されている特任講師の
フィードバック文字数の推移 　　　　

講師 2016 2017 2018 2019 2020 2021

A ― ― 555.2 591.2 529.2 433.9

B 126.3 182.2 205.6 193.1 318.2 ―

C 151.8 267.0 429.7 594.7 641.8 717.6

D 105.3 141.4 170.7 274.7 217.2 195.5

E ― 208.5 228.2 265.5 309.8 ―

F ― 278.2 319.2 378.3 331.5 ―

G ― 240.7 242.9 219.3 ― ―

H ― ― 349.1 396.2 409.4 413.7

I ― ― 511.8 787.7 989.6 1227.7

J ― ― 124.5 179.7 242.5 245.9

全体
平均 219.9 216.1 279.2 400.8 379.7 470.5

表６　CDにおける継続任用されている特任講師の
フィードバック文字数の推移  　　　

講師 2016 2017 2018 2019 2020 2021

A

改
組
の
た
め
開
講
せ
ず

563.2 511.0 532.4 561.9 547.9

B 147.9 346.0 201.5 ― ―

C 458.7 486.4 708.4 961.6 933.1

D 182.7 276.8 308.5 250.9 341.5

E 200.1 241.8 228.3 351.2 ―

F 274.1 364.8 392.9 ― ―

G 329.2 277.1 291.0 ― ―

H ― 383.8 397.7 399.2 525.2

I ― 623.6 872.9 1108.9 1054.4

J ― 206.9 226.6 231.5 197.4

全体
平均 282.8 315.0 414.8 519.6 490.0

表７　特任講師の経歴

講師 講師の経歴

A 文系。製造業（人事）出身。2014年より参画。

B 文系。金融出身。 
2022年度後期より他大学転出。

C 文系。製造業出身。

D 文系。金融等出身。

E 文系。外資系金融出身。2020年度で定年。

F 理系。外資系IT等出身。2020年度で定年。

G 理系。院卒。製造業出身。2019年度で定年。

H 理系。院卒。製造業（研究開発）出身。

I 本学卒業生。製造業・IT出身。

J 理系。金融系SI（エンジニア・人事）出身。
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特任講師により、毎回学生に対し、1000 字を超える
フィードバックも行われている。学生にとって効果のあ
る文字数（量）の検証も、質の検証とともに必要であろう。
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